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巻　　頭　　言
狸の独り言
−負うた荷をひとたび降ろし、再び背負うことの何と重たいことか−
　今年も巻頭言執筆の時期がやってきた。名文家でも精妙なる文章家でもない身故、つらい思いを
抱えながら誰に語るでもなく、最近の新聞記事等をもとにひとりごとを、ランダムに呟いてみ
たい。
　報道によれば、18歳人口は1992年度の205万人を境に、直近では120万人、2040年度には88万
人になるという（予測）。要するに20年後には十数万人規模の供給過多、入学定員1,000人の大学
が100個以上不要になると言われている（現在の大学数は780校）。このような現実に直面して、日
本の各大学はどう対処するのか。坐して共倒れを待つもよし、各大学が自主的に「規模の適正化」
を図り共生していくもよし。ただし、後者を選択し、身の丈にあった縮小、あるいは併せて学部、
学科の再編を図るのであれば、その際には第４次産業革命の進行に伴って生じている労働市場の変
化のうねりを考慮せねばなるまい。何も変えたくない大学、産業別就業者の推計等を考慮しない大
学の卒業生はその捌口を失い高等遊民になるしかないのかもしれない。
　大学の供給過剰の時代にあっては、それぞれの大学は受験生から選択される魅力ある大学となる
ことを求められてもいるのであろう。既にそのための様々な試みが行われているものと推測され
るが、本学でも例えば、“計理の専修”の伝統を敷衍し、４年間での資格取得が難しいのであれば、
学部と大学院が一体となって学部入学後の早い時期から、計画的に税理士、公認会計士等志望者の
育成を図ったり（法曹養成にも同じことがいえる）、或は社会が抱える諸課題解決のため、各専門
を超えた横断的研究を副専攻と認めたり、或は本学で学ぶことを欲する留学生と大学所在地域に活
動拠点を置く企業と大学とのコラボを図る等良かれと思われる方策に積極的にトライしてみてはど
うだろうか。
　大学の中核を担う教員の研究、教育環境の悪化が気にかかる。費用的にも時間的にも余裕がなく
なり、研究に使える時間が裂かれているのではなかろうか。殊に業務の増えつつある入試、就職、
教務委員など引き受けると会議に多くの時間をとられ、また、大学全入時代に突入し、手のかかる
ボトム層がボリューム・ゾーンとなりつつあることも影響している（ＦＤ専門員等による支援が得
られればよいのだが…）。教員の研究成果の社会および学生への還元という点からもその改善が強
く望まれる。補助金確保との絡みでいえば、短期的に結果が出る研究、実務に役立つ研究が重視さ
れ、大学だからこそ出来る研究が影をひそめているような気がする。教育の中味に関しては、もと
よりそれぞれの学問を体系的、綜合的に講じ、あるいはディスカッションすることは大切である
が、近年ではこれに加えて、産業界で進行しているデジタル化、人工知能などの技術革新に伴う構
造変化を取り入れた講義内容も必要となりつつある。学生の就職はキャリア支援課、職業教育を担
当する教員に任せておけばよいのではなく、専門科目担当の教員も側面から連携すべきであろう。
　学生の置かれている環境も決してよくない。昔から苦学生はおり、それなりに頑張ってきた。私
が所属した地方私大の学生もコンビニなり、居酒屋で深夜の労働に服する者が少なくなかった。こ
れらの者の多くは疲れから午前中の講義は自主休講したり、出席してもお休みタイマーを入れて爆
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睡している者もいた。それでも、なかには将来の技術革新に対応し、経済的に自立して職業生活を
送ろうとする意欲と能力に富んだ学生も存在した。そのような学生に対しては積極的に支援の手を
差しのべて欲しいと願っている。
　最後に、我が国社会の発展を支える人材の輩出は高等教育機関の更なる充実に負うところが大き
い。ところが大学における在来型大学院博士課程進学者の数は、近年、極めて少ない気がしてなら
ない。法科大学院同様、費用と時間がかかるうえ、リスクが大きすぎるのが一因と思われる。安定
した職に就くまでのポス・ドク期間が長い。職を得たとしても任期付教員のことが多い（大学側と
しては通常の専任教員１名分の報酬で２名雇用したいという思惑がある）。しかし、変転著しい現
下において“時代をリードする人々”（研究者、政府のディシジョンメーカー、ビジネスリーダー
等）の育成は急務である。授業料等の支援は大学当局にお願いするとして、大きな志をもった多く
の志願者が学をきわめ、専修大学というＤＮＡをもってそれぞれの社会で活躍することを期待した
い（もちろん、本学会にも入会いただいて…）。なお、念のため申し添えれば、このような高度専
門職、研究職に従事する者に欠かせないのは職業倫理である。在学中よりこれの涵養は必須と
なる。
　本学会大会への参加、聴講は広く学部在学生等にも開かれている。普段の講義とは一味異る雰囲
気を味わい、休憩時間等には本学出身または学外研究者と接し、啓発され、そんな中から多くの研
究者等が出現することを切に願っている。
　本学会の次期役員については最終的には６月の役員会でその素案について検討された。私は負う
た荷（fiduciary duty）をおろすつもりで、若返り案を提示したが、当日出席の多くの役員から否
決されてしまった。総会での続投という決議がなされるとすれば、再び背負いなおすことの何と荷
の重いことか！！  今から懸念している。
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